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           18 長山靖生『日本SF精神史［完全 

版］』（2018）              １３１７ 

            19 佐々木隆『ロボット100年―文学・ 

マ ンガ・アニメ・映像―』（2018）    １３１９ 

           20 佐々木隆『ポップカルチャーとオタ 

ク 文化の微妙な関係』（2018）    １３２０ 

           21 佐々木隆『文芸上の人造人間・ロボ 

            ット・アンドロイド・サイボーグ』 

（2019）              １３２２ 

           22 足立加勇『日本のマンガ・アニメに 

            おける「戦い」の表象』（2019）   １３２３ 
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      ３ 文学・マンガ・アニメ・映像上の人造人間・ロ 

ボット・アンドロイド・サイボーグ(1)～(212）    １３２７ 

       （１）ホメロス『イーリアス』（BC.8世紀）   １３３０ 

            （２）アポロニオス『アルゴナウティカ』 

（BC.3世紀）                          １３３３ 

     （３）オヴィディウス『メタモノフォーゼ』 

（『転身物語』）（BC1世紀～AD1世紀）  １３３５ 

                （４）列禦寇『列子』（BC.400年頃）       １３３７ 

           （５）『今昔物語集』（1110～1124）       １３４１ 

     （６）西行法師『撰集抄』（1183）       １３４２ 

           （７）ゴーレム伝説（16世紀）        １３４４ 

          （８）ゲーテ『ファウスト』(1808)       １３４７ 

     （９）ホフマン『砂男』(1816)        １３４９ 

      （10）メアリー・シェリー『フランケンシ 

ュタイン』(1818)            １３５２ 

     （11）エドガー・アラン・ポー『シェヘラザ 

ーデの千 二夜物語』（1845）       １３５８ 

（12）レオ・ドリーブ作曲『コッペリア』 

（1870，バレエ初演）         １３５９ 

     （13）カルロ・コローディ『ピノッキオの 

冒険』(1883)                          １３５９ 

           （14）ヴィリエ・ド・リラダン『未来のイヴ』 

(1886)                １３６１ 

           （15）ルイス・Ｐ・セナレンズ他『フランク・  

リード』シリーズ（1891～1898）     １３６７ 

            （16）アンビローズ・ビアス『モスクンの人 

形』(1893)                             １３６７ 

       （17）アーサー・マッケン『怪奇クラブ』 

（1895）               １３６７ 

           （18）Ｌ・フランク・バウム『オズの魔法使 
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い』(1900)               １３６７ 

       （19）ハリー・グロスマン、バートン・L・キ 

ング監督『人間タンク』（1919, 映画）  １３６８ 

       （20）カレル・チャペック『R.U.R.』(1920)    １３６９ 

       （21）賀川豊彦『空中征服』（1922）      １３８０ 

（22）カレル・チャペック／宇賀伊津緒訳／ 

土方与志演出『人造人間』（1924, 日本 

初演）                               １３８１ 

       （23）国枝史郎「人間製造」（1924）     １３８３ 

                （24）フリッツ・ラング監督『メトロポリス』 

(1926, 映画）              １３８５ 

           （25）平林初之輔「人造人間」（1928）    １３８８ 

                （26）高田義一郎「人造人間」（1928）     １３８９ 

           （27）田河水泡「滑稽諧謔超科学的 人造人 

間」（1929, マンガ）           １３８９ 

           （28）江戸川乱歩「押絵と旅する男」(1929)  １３９０ 

           （29）川端康成「人造人間讃」（1929）    １３９２ 

           （30）水島爾保布「人造人間時代」（1929）  １３９４ 

       （31）直木三十五「ロボットとベッドの重量」 

(1931)                  １３９５ 

       （32）川端康成「水晶幻想」（1931）     １３９７ 

            （33）北園克衛「レグホン博士のロボット       

(1932)                １３９８ 

           （34）ルイ・フリードランダー監督『殺人事 

                      件』(1934, 映画)           １３９９ 

         （35）オットー・ブローワ、B・リーヴス・ 

イーソン監督『五百年後の世界』 

（1935，映画）            １４００ 

         （36）Ｂ・リーヴス・イーソン、ジョセフ・ 

ケイン監督『海底下の科学戦』（1936）  １４０１ 
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         （37）海野十三「機械兵士」（1936）     １４０１ 

         （38）海野十三「人造人間事件」(1936)    １４０２ 

         （39）海野十三「電気鳩」（1937）      １４０５ 

         （40）レスター・デル・リイ『愛しのヘレン』 

(1938)                １４０６ 

       （41）米澤正夫監督『無敵三剣士』（1938， 

映画）                 １４０７ 

         （42）蘭郁二郎「人造恋愛」（1938）      １４０８ 

              （43）山口哲平監督『鋼鉄人間』（1938，映画） １４１２ 

         （44）米澤正夫監督『鉄の爪』（1939，映画）  １４１３ 

       （45）フォード・ビーブ・サウル、A・グッド 

キング監督『忍び寄る幽鬼／ファント 

ム・クリープス』（1939，映画）    １４１４ 

       （46）海野十三「人造人間エフ氏」（1939）  １４１５ 

            （47）蘭郁二郎「白金神経の少女」（1939）  １４１７ 

       （48）山内俊英監督『怪電波の戦慄 第一篇  

人間タンク出現篇』（1939, 映画）     １４１９ 

       （49）ジョン・ワグーナー監督『電気人間』 

（1940, 映画）             １４２１ 

           （50）エドモンド・ハミルトン『恐怖の宇宙 

帝王』（1940）             １４２１ 

       （51）海野十三「人造人間の秘密」（1940）  １４３０ 

         （52）蘭郁二郎「植物人間」（1940）     １４３１ 

              （53）山本嘉次郎監督『孫悟空 前後篇』 

（1940, 映画）                       １４３４ 

         （54）海野十三「特許多腕人間方式」（1941）  １４３５ 

             （55）C.L.ムーア「美女ありき」（1944）    １４３７ 

           （56）横井福次郎「ふしぎな国のプッチャー」 

（1946,（連載マンガ）          １４４４ 

         （57）手塚治虫『火星博士』(1947, マンガ)   １４４４ 
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          （58）海野十三「金属人間」（1947）     １４５２ 

         （59）海野十三「超人間Ｘ号」（1948）    １４５２ 

         （60）手塚治虫『大空魔王』（1948, マンガ） １４５９ 

       （61）宇野一路『原子力人造人間』（1948， 

マンガ）               １４６２ 

（62）アイザック・アシモフ『われはロボッ 

ト』(1950)               １４６３ 

       （63）ロバート・ワイズ監督『地球の静止す 

る日』（1951, 映画）          １４７３ 

（64）手塚治虫「アトム大使」（1951, マン 

ガ連載開始）             １４７４ 

（65）ポール・グリモー監督『やぶにらみの 

暴君』(1952, 映画)          １４７５ 

        （66）バーナード・ウルフ『リムボー』 

（1952）               １４７８ 

       （67）石川達三「最後の共和国」（1952）   １４８０ 

（68) 安部公房「R62号の発明」（1953）   １４８６ 

（69）前谷惟光『ロボット三等兵』（1955,  

マンガ連載開始）           １４９１ 

（70）マクラウド・ウィルコックス監督 

『禁断の惑星』 (1956, 映画)      １４９２ 

（71）星新一「人造美人」（1958）       １４９３ 

（72）獅子文六「ロボッチイヌ」（1959）   １４９４ 

（73）手塚治虫原作／吉川博他監督『鉄 

腕アトム』(1959,TV放映開始)     １４９６ 

         （74）手塚治虫「鉄腕アトム 火の壺島 

の巻」(1959, マンガ連載開始）      １４９７ 

         （75）水木しげる「サイボーグ」（1961,  

マンガ）                              １４９９ 

（76）手塚治虫「鉄腕アトム ホットド 
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ッグ兵団の巻」（1961, マンガ連載 

開始)                                １４９９ 

（77）福島正実原作／石ノ森章太郎作画 

「勇気くん」（1961, マンガ連載）    １５００ 

         （78）横山光輝「鉄人28号 超人間ケリー」 

（1961, マンガ連載開始）       １５０１ 

              （79）倉橋由美子「合成美女」（1961）    １５０２ 

         （80）手塚治虫『鉄腕アトム』（1963，TV 

放映開始）               １５０６ 

         （81）星新一「夜の事件」（1963）      １５０８ 

（82）横山光輝『鉄人28号』(1963，TV放 

映開始)                              １５１０ 

（83）平井和正『エイトマン』(1963, TV放 

映開始)                              １５１２  

（84）星新一「花とひみつ」（1964）     １５１２ 

（85）手塚治虫『ビッグX』（1964，TV放 

映開始）                              １５１３ 

（86）星新一「気まぐれロボット」(1964)       １５１３ 

           （87）石ノ森章太郎『アンドロイドV』 

（1964, マンガ連載開始）        １５１５ 

        （88）星新一「博士とロボット」(1965)      １５１６ 

          （89）眉村卓「準B級市民」（1965）      １５１８ 

         （90）星新一「なぞのロボット」(1965)        １５２０ 

             （91）手塚治虫「鉄腕アトム 青騎士の巻」 

（1965,マンガ連載開始）               １５２２ 

         （92）石森章太郎「金色の目の少女」（1966,  

マンガ）               １５２６ 

         （93）安田公義監督『大魔神』（1966）／三 

隅研次監督『大魔神怒る』（1966）／ 

森一生監督『大魔神逆襲』（1966）   １５２６ 
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（94）手塚治虫『マグマ大使』(1966, TV放 

映開始)                １５２７  

（95）泉ゆき雄「大マシン」（1967，マンガ 

連載開始）              １５２７ 

          （96）平井和正「アンドロイドお雪」（1967）  １５２８ 

（97）『宇宙特撮シリーズ キャプテンウルト 

ラ』(1967, TV放映開始)         １５３５ 

（98）横山光輝『ジャイアントロボ』(1967,  

TV放映開始)               １５３５ 

           （99）豊田有恒「改体者」（1967）       １５３６ 

（100）石森章太郎『サイボーグ009』(1968,  

TV放映開始)              １５３７ 

          （101）松本零士「セクサロイド」（1968，マ 

ンガ連載開始）            １５４１ 

（102）平井和正「ブラック・モンスター」 

（1968）／「サイボーグ・ブルース」 

（1968）／「暗闇への間奏曲」(1969) ／ 

「ダーク・パワー」（1968）／「シンジ 

ケート・マン」（1969）／「ゴースト・ 

イメージ」（1969）                 １５４２ 

           (103）さかいさぶろう原作『妖怪人間ベム』 

（1968, 放映開始）           １５４９ 

（104）矢野徹『孤島ひとりぼっち』（1969）    １５５０ 

（105）今日泊亜蘭『アンドロボット’99』 

（1969）                               １５５２ 

           （106）小松左京「袋小路」（1970）       １５５３ 

(107）石森章太郎『仮面ライダー』(1971, TV 

放映開始)                 １５５４ 

（108）石森章太郎『人造人間キカイダー』 

(1972, TV 放映開始)           １５６１ 
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         (109) 円谷プロダクション制作『トリプルファ 

イター』（1972, TV放映）        １５６１ 

（110）鈴川鉄久原作『アストロガンガー』 

(1972,TV放映開始）           １５６２    

         (111) ジェイムズ・ティプトリー・ジュニア 

「接続された女」（1973）         １５６３ 

（112）永井豪『マジンガーZ』(1972，TV放 

映開始)                               １５６９ 

（113）マイケル・クライトン監督『ウエスト 

ワールド』(1973, 映画)           １５７２ 

（114）藤子・F・不二雄『ドラえもん』（1973， 

TV放映開始）              １５７３ 

（115）石森章太郎原作『ロボト刑事』(1973,  

放映開始)                              １５７４ 

（116）長島慎二・ひろみプロダクション『ミラ 

クル少女リミットちゃん』(1973, TV放 

映開始)                              １５７４ 

（117）永井豪・ダイナミックプロ『キューテ 

ィーハニー』(1973, TV放映開始)      １５７４ 

（118）吉田竜夫・タツノコプロ企画／笹川ひ 

       ろし監督『新造人間キャシャーン』 

(1973、TV放映開始)            １５７５ 

（119）田辺聖子「愛のロボット」（1973）    １５７６ 

         （120）福田純監督『ゴジラ対メカゴジラ』 

（1974, 映画）              １５７８ 

（121）吉田竜夫・タツノコプロ企画室原作／ 

鳥海永行監督『破裏拳ポリマー』(1974, 

TV放映開始)                          １５８０ 

（122）石森章太郎『がんばれ!! ロボコン』 

(1974, TV放映開始)          １５８０ 
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（123）松本零士監督『宇宙戦艦ヤマト』（1974,  

TV放映開始）                         １５８０ 

（124）永井豪・石川賢監督『ゲッターロボ』 

（1974，TV放映開始）         １５８１ 

（125）リチャード・Ａ・コーラ監督『人造人 

間クエスター』（1974, 映画）      １５８１ 

        （126) ブライマン・フォーブス監督『ステップ 

フォードの妻たち』（1975，映画）    １５８２ 

         （127）豊田有恒「サイボーグ王女」（1975）   １５８２ 

（128）鈴木良武原作／富野喜幸・長浜忠夫監 

督『勇者ライディーン』(1975,TV放映 

開始）                               １５８５ 

    (129) 石森章太郎原作『秘密戦隊ゴレンジャ 

ー』（1975, TV放映開始）       １５８５ 

（130）竜の子プロ企画原作／笹川ひろし・鳥 

海永行総監督『宇宙の騎士テッカマン』 

(1975, TV放映開始)            １５８６ 

（131）タツノコプロ企画室原作／笹川ひろし 

監督『タイムボカン』(1975, TV放映 

開始)                               １５８６ 

        （132）『鋼鉄ジーグ』（1975, TV放映開始)        １５８７ 

（133）アイザック・アシモフ&ロバート・シ 

ルヴァーバーグ『ポジトロニック・マ 

ン』（『バイセンテニアル・マン』(1976)     １５８８ 

（134）八手三郎原作／長浜忠夫総監督『超電 

磁ロボコン・バトラーＶ』(1976, TV 

放映開始)                              １６００ 

        （135）石川英輔『SF西遊記』（1976）      １６０１ 

（136）ケネス・ジョンソン監督『地上最強の 

美女バイオニック・ジェミー』(The  



xxxiii 

 

Bionic Woman, 1976-1978，TV放映）   １６０２ 

(137）ジョージ・ルーカス監督『スター・ウ 

ォーズ』(1977, 映画)             １６０３ 

            （138）小隅黎『北極シティーの反乱』（1977）  １６０５ 

（139）『超電磁ロボ ボルテスV』(1977, TV 

放映開始)                 １６０９   

        （140）『超人戦隊バラタック』（1977, TV放映 

開始)                                   １６１０ 

           （141）矢野徹「サイボーグ少年」(1977)     １６１１    

       （142）矢野徹「トロンの反乱」(1977)      １６１２ 

（143）矢野徹『幽霊ロボット』（1977）     １６１４      

（144）富野喜幸総監督『無敵超人ザンボット 

3』(1977, TV放映開始)           １６１５ 

     （145）グレン・Ａ・ラーソン制作総指揮／クリ 

スチャン・Ｉ・ニービ・ジュニア監督 

『宇宙空母ギャラクティカ』（1978‐ 

1979，TVドラマ化）           １６１６ 

             （146）吉川惣司監督『ルパン三世 ルパンVS 

複製人間』（1978, 映画）         １６１７ 

（147）松本零士『銀河鉄道999』（1978，TV 

放映開始）                               １６１８                                             

（148）富野喜幸監督『機動戦士ガンダム』 

（1979，TV放映開始）            １６１８ 

（149）新谷かおる『試作番号3000』（1979）   １６２２ 

           （150）鳥山明『Dr.スランプ アラレちゃん』 

（1981, TV放映開始）            １６２４  

       （151）横山光輝原作／今沢哲男監督『六神合体  

          ゴッドマーズ』（1981, TV放映開始）    １６２５ 

（152）高橋良輔・星山博之原作『太陽の牙ダグ 

ラム』(1981, TV放映開始)           １６２５  
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           （153）リドリー・スコット監督『ブレード・ラ 

ンナー』（1982，映画）         １６２６    

（154）スタジオぬえ原作／アートランド（原作 

協力）『超時空要塞マクロス』(1982, TV 

放映開始)                 １６２８  

（155）寺沢武一原作／出崎純監督『Space  

Adventureコブラ』（1982）         １６２８ 

（156）レイ・ブラッドベリ『歌おう、感電する 

ほどの喜びを！』(1982, アメリカTV 

放映)                                 １６２９ 

（157）牛次郎・神矢みのる原作『プラレス3 

四郎』 （1983,TV放映開始）         １６３０  

        （158）石川英輔『人造人間株式会社』（1983）  １６３１ 

（159）ジェームズ・キャメロン監督『ターミ 

ネーター』(1984, 映画)             １６３６      

       （160）石川英輔『プロジェクト・ゼロ』 

（1984）                               １６３６ 

           （161）ウィリアム・ギブソン『ニューマンサ 

ー』（1984）               １６３９ 

       （162）石黒昇監督『メガゾーン23』（1986,  

OVA）                                １６４３ 

（163）ジェームズ・キャメロン監督『エイリ 

アン２』（1986, 映画）            １６４４ 

        （164）ジョン・クロード・ロード監督『悪魔 

の改造人間』(1986, 映画)                 １６４５ 

（165）矢野徹『ロボット』（1986）        １６４６ 

           （166）鳥山明『ドラゴンボール』（1986, TV 

放映開始）               １６５０                                          

（167）ポール・バーホーベン監督『ロボコッ 

プ』(1987,映画)                          １６５４ 
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（168）押井守『機動警察パトレイバー』(1988,  

OVA)                                １６５４ 

（169) ティム・バートン監督『シザーハンズ』 

(1990，映画)                            １６５６ 

        （170）山田正紀『機神兵団』（1990,マンガ連 
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プロローグ 

  

本書は拙著『ポップカルチャーとオタク文化の微妙な関係 増補版』（武蔵

野学院大学佐々木隆研究室、2019年5月、電子書籍［PDF］）を追加増補し

たものである。 

今回の追加増補では、増補版の内容の充実や最新の資料の活用は言うまで

もなく、客観性をより重視した内容とした。また、フィールドワークを通し

た自身の体験についても、文化を扱う場合には感性の観点から言っても決し

て無視できるものではないと考え、適宜反映させた。2019 年 3 月にオープ

ンした埼玉県飯能市のムーミンバレーパークも取り上げることとした。 

最近、SNS上の不適切な動画の投稿、犯罪をLive 配信するなどインター

ネット上はこれまでにない動画が氾濫している。また、インターネットの活

用と言えば、研究倫理上インターネット検索によるものは出所がはっきりし

ているものはよいとして、そうでないものはレポートや論文等での引用は適

正とは言えない。多くの定義のひとつして使用する場合には事例のひとつと

して許容できるかもしれないが、出所のわからないものをメインにしたもの

は、それ自体で危うくなってしまう。 

ポップカルチャーは数年の間に大きなうなりがあるため、常に社会の流れ

を意識することが重要だと思われる。自論を展開をする上でも先行研究に敬

意を払う意味でも、それぞれの内容は研究史が背景となるように、出来るだ

け多くの文献からの引用を掲載している。引用は当然部分的となるため、本

書の利用者には最終的には原典にあたって戴き、自身の眼でも確認してもら

いたいと思っている。 

追加増補版でかなり網羅されたが、その分量は予想をはるかに上回った。

本書は平成も終わり新しい時代を迎え、昭和半ばから平成を越え、新時代を

迎えて若者文化に取り組んできた研究者のひとりとしてまとめたものである。 

 なお、文中の引用では読みやすさを重視したため、引用等も支障がない限

り、漢数字のものを算用数字で表記している。また、時期がきたら再び改訂

等は積極的に行いたい。 
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